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か
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今
隼
も
黄
三
色
の
濃
窟

　
　
司
力
え
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し
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9
［
肩
申
亘
、
一
一
の
農
家
で
は
申
酒
米

の
飯
り
入
れ
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
．
、

　
今
年
は
凶
作
だ
っ
た
去
年
に
比
べ
刃
践

り
が
　
週
間
程
旱
く
、
し
か
も
晴
天
に
恵

ま
れ
た
お
か
げ
で
例
年
以
上
に
米
の
で
き

具
ム
ロ
も
良
く
．
忙
し
い
作
業
の
中
に
も
簑

家
の
方
々
か
ら
は
満
足
そ
う
な
笑
顔
が
貝

ら
れ
ま
レ
た
。

　
羽
坂
の
三
野
武
夫
さ
ん
方
で
も
今
年
は

例
佳
よ
り
十
E
程
旱
い
刈
諏
り
と
な
り
、

残
暑
の
つ
つ
く
中
孫
た
ち
も
集
ま
っ
て
黄

金
邑
に
実
っ
た
稲
に
感
謝
し
な
が
ら
家
族

総
±
で
取
り
入
れ
を
行
な
い
ま
し
た
。



　　　　　　ロ4聾計り斎

いつまでもお元気で〃
　9月15日は一敬老の日」でした．この日町内各地区では敬老を祝う祝賀会が行な

われました。どこの会場からも「最近のお年寄りは若いね～．ノーという言葉が

出るほどどのお年寄りもみんな若々しく、元気な様子でお酒を飲んだり歌を

歌ったりして楽しい一日を過ごしていました。

　　　　町内の最高齢者は田野の那須嘉市さん98歳
　今年度90歳以ヒの方は昨年度を7名下回る58名という結果となりましたが、

昨年からの最高齢者那須嘉市さんは元気に年を重ねられ、今年度は98歳を迎え

ます．

　いつまでも町民みんなの目標となっていてください、
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二
人
二
百
歳
め
ざ
し
て

わ
し
ら
も
頑
張
る

　
田
邊
　
　
清
士
ロ
さ
ん
（
8
6
歳
）

　
　
　
　
マ
ス
ヱ
さ
ん
（
8
1
歳
）

若
い
頃
の
緊
張
感
が

今
の
健
康
に
つ
な
が
っ
て

い
る
よ
う
で
す

　
田
邊
さ
ん
夫
婦
は
二
人
合
わ
せ
て

百
六
－
r
七
歳
。
今
は
息
子
さ
ん
夫
婦

に
孫
一
人
の
五
人
暮
し
。
夫
の
清
吉

さ
ん
は
最
近
あ
ま
り
家
か
ら
出
な
い

そ
う
で
す
が
、
二
入
と
も
こ
こ
ト
数

年
間
病
気
も
し
た
こ
と
が
な
く
、
健

康
夫
婦
そ
の
も
の
で
す
、
二
人
と
も

若
い
頃
か
ら
地
域
で
い
ろ
ん
な
役
を

さ
れ
て
い
た
そ
う
で
、
　
「
人
と
の
付

き
合
い
、
会
合
で
の
緊
張
が
気
を
引

き
締
め
て
い
た
の
で
、
そ
の
こ
と
が

今
の
．
厘
気
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。
一
と
い
う
お
二
人
、

目
標
は
「
二
人
合
わ
せ
て
二
百
歳
／
一

と
い
う
こ
と
で
す
。

（福　瀬）

バ
イ
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職
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歳歳
）　 ） 濤（越表）
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谷
中
二
年
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際
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プ
佃
田
　
　
　
洩
凋
さ
ん
（
7
9
歳
）

　
　
　
　
ス
ミ
ヱ
さ
ん
（
7
6
歳
）

地
元
の
土
の
匂
い
が

わ
し
ら
の
長
生
き
の

秘
訣
で
す

　
石
田
さ
ん
夫
婦
は
二
人
合
わ
せ
て

百
五
f
五
歳
。
子
供
た
ち
は
町
外
へ

転
出
し
、
今
は
夫
婦
二
入
暮
し
。

　
十
五
年
前
か
ら
二
三
で
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
を
始
め
、
今
は
地
元
老
人
ク
ラ

ブ
チ
ー
ム
の
指
導
者
的
立
場
．
．
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
に
限
ら
ず
”
何
で
も
挑
戦

二
人
で
参
加
！
”
と
い
う
程
、
地
区

で
あ
る
高
齢
者
学
級
に
は
必
ず
二
人

で
出
席
し
て
お
り
、
長
年
無
欠
席
の

表
彰
も
受
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　
追
入
と
も
地
元
越
表
が
大
好
き
で

「
一
生
こ
の
地
で
二
人
仲
良
く
暮
ら

し
て
い
き
た
い
で
す
ゴ
と
笑
顔
で
答

え
て
く
れ
ま
し
た
。

青
少
年
の
主
張
県
大
会

　
平
成
六
年
度
青
少
年
の
主
張
宮
崎
県
大
会
が
八
月
二
十
四
日
（
水
）
、
宮
崎

市
の
県
民
文
化
ホ
ー
ル
で
行
な
わ
れ
、
少
年
の
部
に
出
場
し
た
坪
谷
中
学
校

一一

N
生
の
矢
野
友
紀
さ
ん
が
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
大
会
に
は
少
年
の
部
に
県
　
　
闘
病
生
活
の
中
で
暗
く
落
ち
込
ん
で

　
内
か
ら
千
四
百
七
十
一
点
の
応
募
が
　
　
い
る
自
分
を
基
に
、
退
院
後
「
虹
の

　
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
本
大
会
出
場
へ
　
　
足
一
と
い
う
詩
を
勉
強
し
た
こ
と
、

　
七
名
が
選
ば
れ
、
友
紀
さ
ん
は
そ
の
　
　
通
院
中
車
い
す
生
活
を
お
く
っ
て
い

　
中
の
一
人
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。
　
　
　
る
少
女
と
の
出
会
い
か
ら
自
分
の
気

　
友
紀
さ
ん
は
、
部
活
動
中
の
け
が
　
　
持
ち
、
考
え
方
が
明
る
い
方
向
へ
転

　
か
ら
入
院
を
体
験
し
、
十
七
日
間
の
　
　
開
し
て
い
き
、
こ
の
体
験
か
ら
「
将
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本
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重
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巾
－
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幽
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ゆ
：
中
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恥
・
・
ぬ
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ホ
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碓
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本
・
「
卓
－
庫
－
噂
・
ふ
－
卓
・
畔
・
・
顕
・
・
乎
：
“
・
・
い
　
÷
、
宣
、
、
“

東郷町産れの種雄牛
‘‘

瑞ｰ号”誕生〃

　坪谷の岡村増義さんが生産した雄牛が7月5日の

肉用牛直接検定で見事合格し、踵雄牛として県内各

地で種付する事になりました。東郷町産れの種雄牛

としては、芳光号以来24年ぶりで、活躍が大いに期

待されます．

“武晴号プロフィール”

生年目日：平成5年2月16日

父牛：糸晴号

母牛：第4た：ナこ号84，5点～昭和62年県共進会出場～

　兄牛は、枝肉成績が特選と、優れた四丁成

績であり、武晴号の超音波測定では、兄貴ゆ

ずりで、肉質が優れたデーターがでています，

交配する雌牛は兵庫系統にお願いします，

炉か方自くた後ち
　ら向分つこ　r込
　一へのてと虹ん
赤将転気い　’ので

か

：

当

寺

：

学宮
校崎

す会代審と　で弓
；へ表査録今しi
　出との音回た茸
　擁し結テ発；て
　すて果　1表　　一
　る　’次フこし
　こ全第がた　　糸
　と国で東友　　／
　に少は京紀　プ
　な年　’へさ　　ト
　つの九送ん　　そ
　て主州らの　5
　い張地れ原　　弓
　ま大区　’稿　　4

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉

来
は
リ
ハ
ビ
リ
の
先
生
に
な
る
の
が
　
…
　

私
の
夢
・
．
私
は
目
標
に
向
っ
イ
、
憩

張
り
ま
す
一
と
結
ん
だ
内
容
の
発
表
卓

で
し
た
、

　
今
回
発
表
し
た
友
紀
さ
ん
の
原
稿
幽

と
録
音
テ
ー
プ
が
東
京
へ
送
ら
れ
、
　
樹

審
査
の
結
果
次
第
で
は
、
九
州
地
区
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ

代
表
と
し
て
、
全
国
少
年
の
主
張
大
射

会
へ
出
場
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
桝

す
、
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ご
8
．鋤

都
城
の
書
家

大
宅
多
聞
さ
ん
、
牧
水
の
詠
草

　　

@「

ﾐ
お
ち
ゃ
ん
」
を
東
郷
町
に
寄
贈

　
県
を
代
表
す
る
書
家
大
宅
多
聞
さ

ん
か
ら
牧
水
の
歌
「
寅
お
ち
ゃ
ん
一

の
書
が
こ
の
ほ
ど
町
に
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
．

　
大
宅
さ
ん
は
今
春
高
校
教
職
を
退

職
さ
れ
、
こ
の
記
念
に
宮
崎
市
で
個

展
を
開
催
。
　
「
寅
お
ち
ゃ
ん
一
の
書

は
そ
の
時
の
メ
ー
ン
作
品
だ
っ
た
そ

う
で
す
．
．

　
書
は
十
一
・
五
メ
ー
ト
ル
、
二
三

田野の谷ロカネ子さん生産

　　　ちゃぱな　どんこ
　　　「茶花冬薙」

　全国乾椎茸品評会で

　林野庁長官賞を受賞

二
解

メ
ー
ト
ル
の
大
書
で
、
町
文
化
セ
ン

タ
ー
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

「
寅
お
ち
ゃ
ん
」
の
歌

へ
お
と
な
り
の
寅
お
ち
ゃ
ん
に
物
申

す
永
く
永
く
生
き
て
お
酒
飲
み

ま
せ
う
よ

　
書
に
は
歌
の
後
に
「
矢
野
寅
吉
お

ち
ゃ
ん
に
贈
る
歌
　
お
と
な
り
の
若

　
今
年
で
四
十
二
回
目
を
迎
え
た
全

国
乾
椎
茸
品
評
会
が
七
月
東
京
で
行

な
わ
れ
、
宮
崎
県
を
代
表
し
て
出
品

さ
れ
た
田
野
の
谷
至
仁
ネ
子
さ
ん
生

産
の
茶
花
冬
嬉
が
林
野
庁
長
官
賞

（一

剌
ﾜ
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
受
賞
に
対
し
、
谷
口
さ
ん

は
「
連
絡
を
い
た
だ
い
た
時
は
全
く

信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
」
と
前
置

き
し
た
後
、
　
「
昔
か
ら
の
基
幹
作
物

（
椎
茸
）
を
残
さ
な
い
と
い
け
な
い

／
．
そ
の
気
持
ち
で
・
王
人
（
末
広
さ

ん
）
と
二
人
で
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
受
賞
を
ス
テ
ッ
プ
に
こ
れ
か

ら
も
も
っ
と
高
品
質
な
椎
茸
の
栽
培

を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
で
す
一
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
．
．

慰
し
げ
坊
」
と
添
え
書
き
し
て
あ
り

ま
す
。

珍
・
鰐
傷

・
夢
4
も
ぞ
・

－
呼
気

継
　
益
7
重
乳
ン
ら
Ψ
っ
　
．

　
　
《
望
ホ
を

へレ
八
月
十
一
日
、
作
品
の
前
で

大
宅
氏
に
感
謝
状
を
贈
呈

皆
さ
ん
の
積
極
的
な
交
化
活
動
と

　
　
新
役
員
へ
の
ご
協
力
を

　
　
　
　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　
ノ

響
、
葛
屋
1

7

東
郷
町
文
化
協
会

　
会
長
寺
原
郁
夫

　
今
回
、
町
文
化
協
会
の
役
員
改
選

が
行
な
わ
れ
、
下
記
の
方
々
が
各
部

門
の
お
世
話
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
当
文
化
協
会
は
発
足
し
て
十
年
に

な
り
ま
し
た
。
発
足
と
同
時
に
初
代

会
長
に
都
甲
鶴
男
さ
ん
が
就
任
し
以

来
町
文
化
の
発
展
に
寄
与
し
た
こ
と

に
た
い
し
深
甚
の
意
を
表
し
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　
老
若
男
女
を
問
わ
ず
生
涯
学
習
に

参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
今
日
、
私

達
の
生
活
の
中
に
色
々
な
面
で
文

化
活
動
が
生
か
さ
れ
て
き
て
い
る
こ

と
は
誠
に
有
意
義
な
こ
と
と
存
じ
ま

す
。
今
後
更
に
皆
さ
ん
の
ご
期
待
に

添
う
べ
く
お
し
み
な
い
研
鎭
を
重
ね

文
化
の
向
上
を
め
ざ
し
て
ス
タ
ッ
フ

】
同
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
．
．

「
な
ん
で
も
挑
戦
み
ん
な
が
参
加
」

　
町
民
の
皆
さ
ん
も
更
に
積
極
的
に

文
化
活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
生

き
が
い
の
あ
る
生
活
を
送
っ
て
く
だ

さ
い
．
．

■■闘■■■隔伝　目　華墨■醐闘闘

　　　　町人会会員を募っています！ノ

　宮崎市及び近郊在住東郷町人会では、宮崎市及び近郊

に在住、若しくは在勤中の方々を尋ねています。

　町民の方で、兄弟・親戚・同級生・知人等の動静をご

存知の方は、ご面倒ですが下記までお知らせいただけれ

ば有難いです。

〒880宮崎市城ケ崎1丁目4－6

　　　　宮崎市及び近郊在住東郷町人会

　　　　　　　　　会長　寺　田　公　晴

　　　　　　　　　　　　　麿0985－51－8773

事　　幹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理　　　　副会務　〃　　　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　’1　〃　　　〃　〃　会局　　　事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事　　　　　長　長

役
職

教　木　黒　赤　白　椎　中　東　那　那　木　那　糸　金　仁　田　小鶴　寺

c
口
重
固
織
鍍
最
思
讐
黙
夫
男
夫
春
子
雄
豊
市
之
子
一
美
丸
信
志
春
　
美
男
三
女 氏

名

胴囲1菊獄蹴1無識1． 部
門

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲2111㈹まで〉

■4鞭労う⑤

、
了
．

ξ
覆
誇
慧

いよいよはじまった東郷町の国際化
「アイルランド発見の旅」

　2廷塁…ま玉：撃づ寺続こなる2て、こ⊃≡寺代こ対一＝4たノ、

つぐコを聖蓮」3ナれま一ぴコまごん。　そう．1う考え⊃墓こ今

夏，iiミ冠ミ1て初5うてξ外モ再多rフノ》ランく発勇の誓」こ

．う事芙．ご実毫されま4た。ξ外三二傷の径験ま人の窪三こ

口てすこく役こ＝つ年…i験とジっても…．揺ぎて6：な．こ『

．ジます。

　『ブイ．レランく歯噛の旅三と．．’うものは，観兄よつ玉響

啓覚を身こ1寸ナ，深めることつ目無てす。このため子共芝

ぢは旨、’ろいうな場百こ挑載させられまレた。

　子共たちこワイルランく発見O張』で　三楽4い三分

：♂ζで4たかと尋ね芝ら、　7ブイ．レランくの人達と交『．ご

できをことです三と雪って∫ま4た。実は私．ま、爪　＿ス

テイをする…片子宍たちは芙壽のス：麦で（二てモ緊雲」てのた

Oでうまくい．プるかどうび＿互ノました。

　7弓22ヨの隻事会ゴ婆℃ってから子共をろ．ポ1≡2ヨ

を遺こ㌧こホ　』ヌテノ家出こ一者こ尋りま4乏。皆疲

れてゴ芝のてこて屯か℃．1そうさと「劉’ま4た。こころ

づ二三舌O笑棄をみるとじ配は、㌔つまごんで4芝。三ぢ

ろる二四芝ちま英≡のこごで不溶ゴ35つたナ殴どモ不一

＿ステノ丁張ゴこても憂」く）てくれたOですぐ麦＿）

ま」芝。また、至る子洪芝δ2ホーーステイ死で．ま、ヨ

ーロソ1から他の学生芝ちも讐董」て、1一…ので著」「反差

．ごできておr三」うかつ芝ので：δ3．㌃ごご…ラ、’．ます．

一＝三コ象三こワイ、ノランしこ．ま≡歎ゴ．つま．至る三
わ3環境ゴきれ、三こ、う書葉ご弓ニモ雪こえま」芝。二＝

忌三の地叢！な序ゴよ・二子；たろまFノ．ラン、六〇麦

」さご慈＿」芝ようだった⊃て、とてモ、マ憂しく『．ます。

私は夷郵町へ昊てからアイ、ノランく2ここを招◇する芝

ゴ）一生民会努力」ています。

　3再考と4てミ：…三．ご7ノノランくまて’うってく殴る讐会

ゴ35つて遠4、1てす。こ吹ごろ7ノ「ノランくこ⊃．て質誓

づ至殴ま私まご9て．ま3＜今二2㌘ノノラン＼発量2『

こ参工レ厚子只たδ．こ毯憲」3．て萱、てく芝さ．＝疲ら

はきっと喜んで答えてくれるで4よう。

窯跡触轟蘇鵬曾笠窪：洩’属母乳：蜘漁囑判こ㍗・陣凶蝋鰍甑，曜麟鱒

　　　　　　　　＜
　　　　　　しとのア
　　　　　　ま　’優イ
　　　　　　したしル
　　　　　　たのいラ
　　　　　　。しおン
　　　　　　　くじド
　　　　　　　父いの
　　　　　　　流さ農
　　　　　　　をん場
。＿．＿＿鞠灘
　　　　　　　．㎡

麟
擁
麟
㈹
鯉

き
遷
蕩
郵
襲
多
豊
争
、
挙
き
夢
ず
亀

翫

駐

画
因
回
凶
0

悪
質
商
法
の

　
被
害
に
会
わ
な
い
為
に

《
商
品
先
物
取
引
商
法
》

　
「
A
フ
買
え
ば
絶
対
に
も
う
か
る
一

と
、
あ
い
ま
い
な
言
葉
を
用
い
て
海

外
商
品
市
場
の
先
物
取
引
に
誘
い
込

み
…
…

　
◎
勝
手
に
取
引
き
を
す
る

　
◎
解
約
申
し
出
に
応
じ
な
い

　
な
ど
と
い
う
悪
質
な
方
法
で
客
に

大
損
を
さ
せ
る
悪
質
セ
ー
ル
ス
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
．
、

【
教
訓
】
楽
し
て
も
う
け
る
話
に
は

　
　
　
穴
が
あ
る

《
健
康
商
法
》

　
「
人
生
八
十
年
時
代
」
と
言
わ
れ

る
よ
う
に
、
国
民
の
平
均
寿
命
が
伸

び
て
、
老
後
の
健
康
へ
の
不
安
に
乗

じ
て
…
…

　
◎
驚
異
の
健
康
食
品

　
◎
万
病
に
効
果
あ
り

　
な
ど
と
効
能
を
偽
り
、
高
価
で
売

り
つ
け
る
商
法
で
す
、
．

【
教
訓
】
見
ず
知
ら
ず
の
者
に
は
健

　
　
　
康
は
わ
か
ら
な
い

《
か
た
り
商
法
》

　
「
消
防
署
か
ら
来
ま
し
た
」
「
郵

便
局
の
指
導
で
こ
の
麦
札
を
付
け
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
一
な
ど
と
官
公

署
の
名
前
を
か
た
り
、
官
公
署
の
制

服
と
紛
ら
わ
し
い
服
装
を
し
て
、
嘘

を
二
口
っ
て
消
火
器
や
表
札
な
ど
を
売

り
つ
け
る
商
法
で
す
．

【
教
訓
】
官
公
署
か
ら
は
戸
別
に
物

　
　
　
売
り
は
し
な
い
、
販
売
を

　
　
　
斡
旋
す
る
場
合
は
広
報
紙

　
　
　
等
で
呼
び
か
け
ま
す
．

難
交
通
事
故
の
発
生
状
況

　
　
　
：
8
目
末
累
計
［
　
｝
内
は
当
日
、
分

計

1椎諸
c
葉
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全
国
　
六
、
八
●
○
人

死
者

　
　
県
内
　
　
　
六
（
）
人

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑲2111（14）まで〉



獺ど枇う⑥1帰ツヲ時威夙
　I　I
導’ψ’〕まち0～アルバム轟↓

留’酷、㌧．6噌

ぞ、馨、摩ミ興、
　　　　　　　　柄　　　　　　　茜

選げ　　　［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　璽…　　　　ボー　一話　　’阿’　　　　　　≒”

険　　　、　’　璽
ジ

　　　　　　　　　　　　　　塗

　　　高松スポーツ少年団

　　　　　　　　九州を制す〃

1宇学r鰯；謙の旅』＼

；葺田圃驚象、、実施，れた灘，本舗。、

：町内の中学圭8名が4泊5日の日程で、牧水か縁で友好町と

・なっている北海道幕別町へ派遣されました

：　　一行は町で手厚い歓迎を受けた後、広大な農場を持つホ

沃基㌶∴∴勢論∴寄Σ鞍議二鞘師
　行なっていました．また、幕別中学校1年生との交流も行な

　われ、反好を深めました。8名は初めて見る壮大な北海道の

　スケー1レに驚きと感銘を受けたようでした

　　　　　　　　　　瀬
：　　　　購㌦鮪鱗勤フヒ率一樵

・
繍
、
、
，
、
聲
．

・、

K、
、
窟

覆

8月28日日～29日月

　福岡県で開催された第14回B＆G旗争奪有明海沿岸少年ソ

フトボー・レ大会に、高松スポーツ少年団・芋迫小学校児童35

名．が県代表のチームとして出場し見事優勝を果たしました＝

　今大会には沖縄県を除く九州各県から57チームの強豪が出

場し、当チームは1回戦から決勝戦までの6試合、得点32に

対し失点わずか1という完ぺきな試合で県外試合初めての優

勝となりました、なお、今回の優勝で来年第15回大会ではシ

ードチームとして出場が決まっているそうです、

藍重7璽亙．星＝雪「豆＝夏】「王＝－．コ【一璽璽璽茎≧】E玉＝コ【－．jL　5一】【－西＿コじ三＝垂i孟一重＝三一」一孟一一一　　盈一三三＝三．亨言ミ言言言重毫重．要三．夏一片「夏更豆．豆7豆夏．夏重7ヨ「．貢言雪田竃重三茎量歪三三三三三

撃

謎

穿
ゾ言

；
融

L

㌶

　　　㍉馬・

　　　　卿。

レげ ｫ二施　　‘

垂

　　　町の婦人会長さん

牧水園で「一日園長」

’帆

@　　　　　細

　　儲匡

9月13日誤

謬隠．
・・ ﾊ，

　／ド　’
　　距　　鯉

　特別養護老人ホーム牧水園では毎年9目敬老の日を前にし

て一一日園長行事が実施されています．今年は町婦ノ＼連絡協議

会長の山田美津子さんが一日園長として委嘱されました＝

　一日園長を初めて体験する山田さんは始めの内はやや緊張

気味でしたが、園内の部屋を巡回して利用者と親しく会話を

する内にだんだん緊張もほぐれていったようでした＝

　今回の体験で山田さんは　寮母さんたちのこ苫労がよくわ

かりました、利用者の幸せそうな顔は職貝の．みなさんの献身

的なお世話と明るい環境からつくられていることが改めてわ

かりました一と感想をのべていました，

　　　　　　　　第44回牧水祭で

　　　　ジャンボ牧水かるた大会

　9月17日土

　郷土が生んだ歌人若山牧水の偉業を偲び冥福を祈るため、

牧水顕彰会が毎年実施している牧水祭が、今年も秋晴れのド

町内外から約300名もの関係者らが列席して行なわれました＝

　今年の牧水祭には坪谷小学校四年生以ヒの児童による、第

一回ジ戸ンボ牧水かるた大会がふれあい広場で行なわれ、見

学していたお客さんらは、かるたの大きさもさることながら

児童たちのうたの反応の速さに大変感心したようで、自慢げ

1　・るたを頭上に掲げた子供たちに大きな拍手が送られてい

黛、ました、

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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　　　　　　鰍8こ“り⑦

　　　　東郷町野

＿わ瀞
濃懸、
　　　・　蓬

「

1

，1

　　　‘

眸
ひ

と

み

さ
ん
（
5
6
歳
）

　
神
奈
川
県
海
老
名
市
に
お
住
ま
い

で
、
現
在
海
老
名
市
議
会
議
員
（
平

成
三
年
十
月
か
ら
）
を
務
め
ら
れ
、

文
教
委
員
会
副
委
員
長
と
し
て
活
躍

さ
れ
て
い
ま
す
．
．

　
家
族
は
奥
さ
ん
と
大
学
一
年
生
の

娘
さ
ん
、
そ
れ
に
南
郷
村
出
身
の
義

理
の
お
母
さ
ん
の
四
人
家
族
で
す
．
．

オ
躯
鰻
憧

滉

－『．

o
出
身
地

　
　
坪
谷
　
石
原

。
生
年
月
日

　
　
昭
和
十
三
年
三
月
二
十
八
日

。
現
在
の
住
所

　
　
神
奈
川
県
海
老
名
市
杉
久
保

・
O
実
家
の
現
在
の
世
帯
主

　
　
矢
野
今
朝
市
さ
ん

★
・

み
3
さ
と
6
思
い
出
膠
な
し

　
　
　
　
尾
鈴
山
へ
の
郷
愁

　
私
が
故
郷
を
離
れ
て
三
十
八
年
に

な
り
ま
す
．
、
今
は
二
年
に
一
度
程
帰

郷
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
都
度
変

り
な
い
尾
鈴
山
の
姿
に
は
心
が
和
み

ま
す
。
そ
の
尾
鈴
山
へ
の
登
山
道
の

登
り
口
が
若
山
牧
水
の
生
家
の
あ
る

坪
谷
に
あ
り
、
そ
の
一
部
分
が
営
林

署
の
関
係
の
山
で
あ
っ
た
か
と
思
い

ま
す
。
当
時
は
学
校
を
卒
業
し
て
も

職
も
無
し
友
達
と
二
人
で
相
談
し
、

ど
う
し
て
も
東
京
に
行
き
た
い
一
心

で
旅
費
を
稼
ぎ
に
あ
の
尾
鈴
山
に
自

宅
か
ら
二
時
間
掛
け
て
造
林
に
行
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
頃
は
日

給
が
百
円
位
で
約
四
十
日
間
程
造
林

作
業
に
従
事
し
四
千
円
程
手
に
し
て

旅
費
に
充
て
ま
し
た
。
そ
し
て
当
時

の
富
盛
駅
よ
り
急
行
列
車
の
高
千
穂

号
で
東
京
へ
と
向
い
ま
し
た
。
そ
の

時
期
が
お
盆
帰
り
と
重
な
り
京
都
駅

ま
で
御
手
洗
の
中
で
立
ち
通
し
と
な

“
東
郷
”
同
面
村
名
友
好
都
市
づ
く
り
を
…

　
猫
の
母
型
の
私
の
実
家
を
含
め
多

ぐ
の
先
祖
達
が
大
切
に
保
っ
て
い
た

田
畑
が
こ
こ
数
年
来
区
画
整
理
事
業

で
牧
水
公
園
に
変
り
、
帰
郷
す
る
度

に
そ
の
様
変
り
に
は
驚
く
も
の
が
あ

り
ま
す
。
地
権
者
と
の
話
し
合
い
の

中
で
様
々
な
意
見
が
交
錯
し
た
も
の

と
思
わ
れ
行
政
側
の
ご
苦
労
も
多
々

あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
又
、
地
権

者
の
御
理
解
が
あ
れ
ば
こ
そ
今
日
あ

の
様
な
立
派
な
公
園
が
出
来
ま
し
た

事
、
高
く
評
価
致
し
ま
す
。
今
後
は

こ
の
公
園
の
早
急
な
完
成
を
深
い
理

解
を
持
っ
て
土
地
を
提
供
さ
れ
た
地

　
★

り
そ
の
間
食
事
も
取
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
よ
う
や
く
席
が
空
き
母
親
が
作

っ
て
く
れ
た
に
ぎ
り
飯
を
涙
と
一
緒

に
食
べ
た
も
の
で
す
．
．
そ
の
母
親
も

亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
東
郷
町
は
我

が
生
れ
故
郷
で
あ
り
、
い
つ
の
日
か

こ
の
か
け
が
え
の
な
い
自
然
と
人
情

深
い
人
達
に
囲
ま
れ
て
永
住
し
た
い

と
心
に
決
め
て
お
り
ま
す
。

レ
幼
い
頃
よ
く
遊
ん
で
い
た

　
清
流
坪
谷
川
（
牧
水
生
家
前
）

権
者
の
方
々
と
共
に
切
望
致
し
ま
す
。

も
う
一
点
は
、
各
自
治
体
に
”
東
郷
”

と
同
町
村
名
と
の
友
好
都
市
作
り
を

提
案
致
し
ま
す
。
例
え
ば
各
々
の
同

町
村
名
の
物
産
展
、
．
も
し
く
は
子
供

達
同
志
の
交
流
等
で
す
。
今
後
の
東

郷
町
の
発
展
に
期
待
致
し
ま
す
。

短
歌

尾
鈴
短
歌
会

水
あ
り
て
台
風
も
来
ぬ
山
里
の
早
期

　
水
稲
重
く
穂
を
垂
る

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
　
滉

求
む
時
圏
無
き
自
然
恨
み
つ
つ
怖
い

　
な
が
ら
も
台
風
を
待
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
国
作

そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
あ
り
ゃ
裏
山
に
は

　
げ
し
く
鳴
け
り
堆
子
や
小
授
鶏

　
　
　
　
　
　
　
　
植
田
　
イ
セ

合
歓
の
花
洩
る
る
日
差
し
の
谷
川
に

　
小
魚
触
れ
し
清
水
汲
む
手
に

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

牛
飼
よ
り
他
に
術
な
き
吾
が
業
い
喜

　
寿
の
坂
に
届
か
ん
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
久
子

南
天
に
つ
る
か
ら
ま
せ
て
朝
顔
の
明

　
日
も
咲
け
よ
と
水
を
か
け
や
る

　
　
　
　
　
　
　
　
歌
津
　
利
江

靖
国
の
宮
に
陛
下
を
迎
へ
た
し
殉
国

　
の
土
の
御
霊
鎮
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
僑
口
　
録
司

　
　
　
　
　
こ
　
ぞ

ア
カ
シ
ヤ
は
去
年
の
嵐
に
折
れ
し
枝

　
そ
の
ま
ま
に
し
て
若
葉
萌
え
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
高
森
　
　
秀

早
天
が
一
月
な
り
て
待
望
の
豪
雨
に

　
万
物
生
気
も
ど
れ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
　
吉
市

健
や
か
な
孫
の
電
話
に
つ
い
吾
も
幼

　
児
言
葉
で
話
し
合
う
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
　
園
男

朝
や
け
に
東
の
空
明
る
み
ぬ
水
や
り

　
に
行
か
ん
じ
ゅ
ん
坂
の
花
壇
に

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

万
物
は
姑
息
延
々
こ
の
日
照
り
ま
さ

　
に
天
地
慈
悲
無
き
如
し

　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
　
鶴
男

精
密
検
査
通
知
の
あ
り
て
計
り
い
る

　
血
圧
高
き
を
看
護
婦
の
言
う

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
　
茂
雄

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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☆★☆東郷幼稚園☆★☆

　　　　小野田の

　神部良人くん5畿

父：神部治喜さん

母：　　美千代さん

O好きな遊びは何ですか？

　ブロック遊び

O好きな食べ物は？

　メロン

O大きくなったら何になり

　たいですか？

　新幹線の運転手

▲題「楽しかったプール遊び」▼題「楽しかったプール遊び」

響’

　　　　羽坂の

　清水修平くん5歳

父：清水邦彦さん

母：　　美紀さん

O好きな遊びは何ですか？

　サソカー

。好きな食べ物は？

　スイカ

O大きくなったら何になり

　たいですか？

　サ・カーの選手

。
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腰の古舌題

“東郷町観光協会

写真コンテスト”

　　入賞者決まる／

　今年で3回目を迎えた写
真コンテストは、今回町内
全域を題材として実施され、

町内外から29人（47点）

の応募がありました。

　厳正な審査の結果次の方
々が入賞され、牧水祭の日
に表彰状等が贈られました。

　おめでとうございます。
金賞　永野　忠さん（宮崎市）

銀賞　植野浩人さん（東郷町）

〃　矢野金道さん（延岡市）
銅賞　大山　正さん（川南町）

〃　　小坂　亘さん（都農町）

〃　山口　通さん（門川町）

佳作　黒木　堅さん（日向市）

〃　林田清利さんげ『川町）

〃　大津たけしさん咽向市）

※今回応募のあった全作品を

町総合文化センターで展示し
ています。

▲金賞となった作品「郷愁」

　
　
旅
行
記

期
待
と
藪
っ
び
り
の

　
　
を
乗
せ
て

　
　
テ
イ
ク
　
オ
フ

　
　
出
発
〃

「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
発
見
の
旅
」

　
　
　
　
　
　
團
教
育
委
員
会

　
七
月
二
十
一
日
　
快
晴

　
私
達
十
三
名
は
、
期
待
と
不
安
を

胸
に
十
二
時
五
十
五
分
名
古
屋
空
港

発
英
国
航
空
二
十
二
便
に
て
二
週
間

の
発
見
の
旅
に
出
発
し
た
。
飛
行
時

間
は
、
ロ
ン
ド
ン
ま
で
実
に
十
一
時

間
三
〇
分
、
更
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
ダ

ブ
リ
ン
ま
で
一
時
間
十
分
で
あ
る
。

　
機
内
は
、
ジ
ャ
ン
ボ
機
と
は
い
え

狭
い
席
で
じ
っ
と
我
慢
で
あ
る
。
食

事
も
不
自
由
で
あ
る
．
．
た
だ
、

皆
が
隣
り
あ
わ
せ
の
席
で
、
日

本
人
が
多
く
、
日
本
人
の
ス
チ

ュ
ワ
ー
デ
ス
で
あ
っ
た
の
が
気

楽
で
時
間
の
経
つ
の
を
忘
れ
さ

せ
て
く
れ
た
。
午
後
五
時
十
五

分
ロ
ン
ド
ン
空
港
に
無
事
着
陸

し
た
．
．
皆
の
顔
は
、
異
国
の
地

を
踏
ん
だ
喜
び
で
大
変
な
も
の

で
あ
っ
た
．
、
二
十
㎏
を
超
え
る

荷
物
と
共
に
入
国
審
査
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
一
人
【
人
で
審
査
官

と
の
応
対
で
あ
る
。
日
本
語
が

通
ぜ
ず
、
英
語
は
話
せ
ず
右
往

左
往
し
な
が
ら
も
、
ど
う
に
か

海
　
野
　
誓
　
生

通
過
．

　
そ
の
安
堵
感
も
つ
か
の
間
、
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
へ
の
機
内
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
席
が
違
い
、
外
国
人
の
間
に
挟
ま

れ
て
会
話
は
で
き
ず
、
じ
っ
と
耐
え

が
た
き
を
耐
え
る
心
境
で
あ
っ
た
．

　
こ
の
よ
う
な
毎
日
が
始
ま
る
の
か

と
思
う
と
不
安
が
先
に
立
っ
て
し
ま

っ
た
が
、
生
徒
達
は
、
積
極
的
で
い

た
っ
て
．
兀
気
で
あ
る
。
空
港
か
ら
程

近
い
ホ
テ
ル
に
着
い
た
の
は
十
時
（
日

本
時
刻
二
十
二
日
午
前
四
時
）
で
や

っ
と
陽
が
沈
み
か
け
て
い
る
。
長
い

長
い
一
日
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
次
号
に
つ
づ
く

筆
》
・

▲出発前のひととき（名古屋空港にて）

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲2111（14）まで〉

■哩≧うこハう⑨

乳
ガ
ン
検
診
を
実
施
し
ま
す

　
今
年
度
か
ら
初
め
て
乳
ガ
ン
検
診
を
実
施
し
ま
す

　
乳
ガ
ン
は
三
十
歳
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
五
十
歳
に
か
け
て
【
番
多
く

な
（
、
て
い
ま
す
．
三
十
歳
に
な
ハ
、
た
ら
進
ん
で
検
診
す
る
よ
う
心
が

ず
ノ
≠
ひ
－
し
ょ
・
つ
ノ

唖
実
施
期
間
　
九
月
一
日
～
十
二

　
月
十
日
（
日
曜
、
祭
日
を
除
く
）

　
た
だ
し
※
東
郷
町
国
民
健
康
保
険

　
病
院
は
十
月
一
日
か
ら
実
施
と
な

　
り
ま
す
、

■
実
施
医
療
機
関
　
左
記
の
と
お
り

乳ガン検診実施医療機関
医療機関名 電：話番号 対象者 料金 診　察　日　時

浦上内科外科医院豊根町1 52－2936 月曜日～土曜日
大久保外科胃腸科医院臼目 52－5338 月曜日～金曜日
甲斐外科医院（財光寺） 53－5000 月曜日～金曜日土曜日は午前中

千代田病院　（鶴町） 52－7111 月曜日～金曜日土曜日は午前中

永田産婦人科医院（鶴町 52－3388
月一金は14：00－18：咀は14：00－15：〔瓦・

二木医院　（財光寺） 54－4468

30

ﾋ
以
上

800円

火曜日～金曜日
三股病院（美々津町） 58－0034 月曜日一土曜日．木・土は午後休み

康田産婦人科医院（永江町 53－7788 月曜日～土曜日
和田病院　（向江町） 52－0011 月曜日～金曜日の午前中

日向病院　（門川町） 63－1321 月曜日～金曜日の午前中

※東郷町国民健康保険病院

69－2013
30才

ﾈ上

☆基本健康診査と併診
ｵて行う場合　無料

剳a院て直接受診する
鼾〟@　　800円

検診医か院長1外科の
ﾝの為、電話連絡して
�fしてください

注
意
事
項

、
検
診
料
八
○
○
円
が
必
要
で
す
。

医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
っ
て
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
七
十
歳
以
上

の
方
は
無
料
で
す
．
．

　
　
　
　
二
、
当
番
医
等
で
休
み

　
　
　
　
が
変
わ
る
場
合
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
り
ま
す
の
で
必
ず
電

　
　
　
　
一
連
三
々
こ
イ
、
受
診

　
　
　
　
し
て
く
だ
さ
い
．
．

　
　
　
　
三
、
保
険
証
を
持
参
し

　
　
　
　
て
く
だ
さ
い
。
　
〔
精

　
　
　
　
密
検
査
実
施
時
に
必

　
　
　
　
要
）

　
乳
ガ
ン
は
他
の
内
臓

ガ
ン
に
比
べ
視
診
や
触

診
が
容
易
に
で
き
る
特

長
が
あ
り
ま
す
．
｝
月
一

回
の
『
自
己
検
診
法
』

と
『
年
一
回
の
定
期
検

診
』
を
受
け
る
こ
と
が

大
切
φ
、
す
．
、

　
　
　
　
　
（
り
倫

　
　
　
　
　
（
∩
♂

30i

「
ー
ー
ー
鋼
…
ー
ー
鯉
螺
酒
朧
馴
尉
刎
魏
制
懇
慧
三
一
壌
擁
U
瀧
賊
苅
繭
、
↓
d
儲
欝

冨
平
衡
こ
猷
。
の
中
の
細
菌
（
ば
い
鮒
餅
穀
欝
鷺
蛇
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菌
）
に
よ
る
も
の
で
す
。
口
の
中
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
お
っ
し
ゃ
る
方
が
た
く
さ
ん
い
ま

　
轍
無
輪
蕪
一
難
讐
雲
叢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
。
し
か
し
、
歯
垢
や
歯
石
が
た
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
歯
科
医
師
会
は
現
在
”
8
0

　
　
　
　
関
係
な
い
こ
と
だ
」
と
お

｝
師
考
え
の
方
も
多
い
と
思
い
さ
ん
つ
い
て
い
る
と
（
歯
垢
の
】
㎎
2
。
運
動
”
潅
し
三
ま
慧

罷
雄
雛
∴
講
撫
聞
畷
齢
∴
鉄
蕪
懲
雑
盤

蕾
糧
．
諒
舞
抜
遜
嫡
糟
鶴
翼
に
獣
護
饗
凱

へ
…
…
L
睡
脈
』
臆
睡
ー
ー
轄
睡
蘇
欄
士
爵
曄
紗
匹
…
廉
し
旺
㍑
臨
臣
隊
け
貯
ー
ー
」

i
表
紙
へ
牧
水
○
一
7
2
、
の
解
説

　
こ
の
「
ち
ん
ち
ろ
り
ん
」
の
歌
は

第
一
歌
集
『
海
の
声
』
に
収
め
て
あ

り
、
「
紀
の
国
青
岸
に
て
」
と
付
記
し

て
い
ま
す
．
．
早
稲
田
大
学
四
年
生
、

最
後
の
夏
休
み
を
故
郷
で
過
ご
し
た

牧
水
は
八
月
末
上
京
の
途
に
つ
き
ま

し
た
。
神
戸
ま
で
船
で
行
き
、
そ
れ

か
ら
大
阪
に
出
て
、
和
歌
山
、
奈
良

と
巡
り
、
九
月
十
日
頃
東
京
に
帰
着

し
ま
し
た
。
こ
の
歌
は
和
歌
山
付
近

で
の
作
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
「
牧
水
君

が
や
っ
て
来
た
」
と
い
う
の
で
文
学

仲
間
の
若
者
達
が
相
集
い
、
早
速
、

文
学
論
義
が
始
ま
り
「
酒
」
と
な
っ

た
の
で
し
ょ
う
。

　
　
　
渡
　
逢
　
邦
　
彦

　
酒
と
談
義
が
高
ま
っ
て
い
く
中
で

ふ
と
牧
水
の
耳
に
松
虫
の
「
ち
ん
ち

ろ
り
ん
、
ち
ん
ち
ろ
り
ん
」
の
鳴
き

声
が
聞
え
ま
し
た
。
「
あ
れ
、
ち
ん
ち

ろ
り
ん
が
鳴
き
出
し
た
ぞ
」
と
耳
を

澄
ま
し
て
聞
い
て
い
る
の
で
す
．
．
季

節
は
も
う
初
秋
。
秋
の
酒
は
一
段
と

美
味
．
．
し
か
も
男
ば
か
り
の
酒
の
夜
、

庭
さ
き
の
草
む
ら
か
ら
聞
こ
え
て
く

る
松
虫
の
美
し
い
声
．
、
こ
の
歌
は
何

と
な
く
私
達
に
親
し
み
と
安
ら
ぎ
を

感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
よ
う
な
気
が
し

ま
す
．
．

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
歌
の
よ
う
に
初

工

芸
の
冒
頭
に
鳴
き
三
等
で
始
ま
る
歌

は
他
に
は
見
当
ら
な
い
よ
う
で
珍
し

い
と
言
え
ま
し
ょ
う
、
鳥
の
鳴
き
声

　
撫
鐙
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　　　　　　鞭8こ一’り⑩層

み
ん
な
が
参
加

「
第
3
2
回
町
民
体
育
大
会
」

　　　　　お知らせ
くζi＜くくイニ7瀞メーーショこ。＞〉》〉

　
二
年
に
｝
度
の
町
民
の
体
育
の
祭

典
、
町
民
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
度
は
本
町
出
身
者
で
町
外
に

住
ん
で
お
ら
れ
る
方
も
参
加
で
き
ま

す
の
で
、
是
非
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
1
0
月
1
6
日
（
日
）
8
時
集
合

　
※
雨
天
の
場
合
は
1
0
月
2
3
日
（
日
）

▽
場
所
　
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

秋
の
「
行
政
相
談
週
間
」

　
　
　
に
伴
う

「
行
政
相
談
所
」
の
開
設

　
「
、
行
政
相
談
委
員
」
と
「
総
務
庁

（
行
政
監
察
事
務
所
）
」
は
、
国
・
県

・
市
町
村
の
役
所
の
仕
事
や
J
R
・

N
T
T
・
公
庫
・
公
団
な
ど
の
特
殊

法
人
の
仕
事
に
つ
い
て
、
「
処
理
に
納

得
で
き
な
い
」
「
不
親
切
な
扱
い
を
受

け
た
」
「
こ
の
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
」

「
ど
こ
へ
相
談
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら

な
い
」
な
ど
の
苦
情
や
意
見
・
要
望

を
住
民
か
ら
お
聞
き
し
、
住
民
と
役

所
の
間
に
立
っ
て
、
公
平
・
中
立
な

立
場
か
ら
、
そ
の
解
決
を
促
進
す
る

お
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
総
務
庁
で
は
、
行
政
相
談
制
度
を

広
く
お
知
ら
せ
し
利
用
し
て
も
ら
う

た
め
に
、
「
行
政
相
談
週
間
」
〔
十
月

十
六
日
（
日
）
～
二
十
二
日
目
土
）
〕

を
設
け
、
全
国
一
斉
に
各
種
の
行
事

を
行
い
ま
す
。

　
東
郷
町
で
は
、
次
の
と
お
り
行
政

相
談
員
の
「
山
口
俊
一
さ
ん
」
が
行

政
相
談
所
を
開
設
し
、
行
政
に
つ
い

て
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。

▽
日
時
　
1
0
月
1
8
日
（
火
）
1
0
時
～
1
4
時

▽
場
所
　
迫
野
内
地
区
多
目
的
集
会

施
設

※
　
な
お
、
行
政
相
談
委
員
は
相
談

　
所
以
外
で
も
相
談
に
応
じ
て
い
ま

　
す
。
詳
し
く
は
行
政
相
談
委
員
（
山

　
口
俊
一
さ
ん
費
⑲
7
6
5
5
）
ま

　
た
は
宮
崎
行
政
監
察
事
務
所
（
費

　
0
9
8
5
1
2
4
1
1
1
0
0
）

　
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
第
1
2
回
産
業
文
化
祭
」

　
　
　
開
　
　
催

　
今
年
の
産
業
文
化
祭
は
次
の
と
お

り
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
多
数
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
．
．

▽
日
程
　
1
1
月
5
日
（
土
）
～
6
日
（
日
）

▽
会
場
　
中
央
公
民
館
・
文
化
セ
ン

　
タ
ー
・
役
場
玄
関
前
駐
車
場
ほ
か

▽
主
な
展
示
・
催
し
物

　
◎
農
林
産
品
展
・
学
芸
品
展
・
一

　
　
般
の
作
品
展
一
中
央
公
民
館

　
　
5
日
．
6
日
両
日

　
◎
お
た
の
し
み
抽
せ
ん
コ
ー
ナ
ー
、

　
物
産
販
売
コ
ー
ナ
ー
1
役
場
玄

　
関
前
駐
車
場
　
6
日
の
み

　
◎
落
語
（
古
A
ユ
ロ
7
志
ん
朝
ほ
か
）

　
　
1
1
文
化
セ
ン
タ
ー
　
6
日
の
み

　
　
昼
夜
二
回
公
演

※
詳
し
く
は
各
家
庭
に
配
布
い
た
し

　
ま
す
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

家
屋
の
全
棟
調
査
を

　
　
実
施
し
ま
す

　
町
で
は
、
家
屋
の
実
態
を
正
確
に

把
握
し
課
税
の
適
正
・
公
平
を
期
す

る
た
め
、
本
年
度
か
ら
三
か
年
で
町

内
全
部
の
家
屋
を
調
査
し
ま
す
．
。

　
本
年
度
は
、
寺
迫
・
福
瀬
地
区
を

実
施
し
、
そ
れ
以
外
の
地
区
は
七
年

八
年
度
で
行
な
い
ま
す
。

　
調
査
は
、
専
門
業
者
の
調
査
員
二

名
と
組
合
ご
と
に
設
置
す
る
地
区
推

進
員
、
税
務
課
職
員
と
で
伺
い
ま
す
。

　
調
査
の
日
程
等
に
つ
い
て
は
、
地

区
推
進
員
が
ご
連
絡
し
ま
す
の
で
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
役
場
税
務
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

契
約
書
・
遺
一
言
書
の

作
成
は
公
証
役
場
で
／

～
争
い
を
防
ぐ
た
め
に

公
証
役
場
の
ご
利
用
を
～

　
公
証
役
場
は
国
の
機
関
で
す

●
公
証
役
場
で
は
、
契
約
公
正
証

　
書
、
遺
言
公
正
証
書
な
ど
を
作

　
成
し
て
い
ま
す
。

●
契
約
公
正
証
書
は
、
法
律
に
し

　
た
が
っ
た
公
正
で
確
実
な
証
書

　
　
で
す
。
双
方
に
と
っ
て
安
心
で
す
．
．

　
●
遺
言
公
正
証
書
な
ら
裁
判
所
の

　
　
手
続
き
は
い
り
ま
せ
ん
．
．
相
続

　
　
争
い
を
予
防
し
ま
す
。

　
●
公
証
事
務
の
ご
相
談
は
無
料
で

　
　
す
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

※
ご
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ
ば
、

　
延
岡
公
証
人
役
場

　
　
延
岡
市
南
町
二
丁
目
三
番
八
十
五

　
　
T
E
L
・
F
A
X

　
　
（
0
9
8
2
）
2
1
1
1
3
3
9

心
配
こ
と
相
談

▽
日
時
　
1
0
月
1
8
日
（
火
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館

行
政
相
談

▽
日
時
　
1
0
月
1
9
日
（
水
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
役
場
二
階
会
議
室

　
　
　
　
今
月
の
納
税

町
県
民
税
三
期

国
民
健
康
保
険
税
六
期

　
　
　
　
※
納
期
は
十
月
三
十
一
日

箸
鴛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
方
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の

た
め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

〔
9
月
5
日
ま
で
に
受
付
し
た
分
〕

◎
仲
深
の
矢
野
善
文
さ
ん
か
ら

（
ア
サ
さ
ん
・
8
3
歳
ご
逝
去
）

◎
坪
谷
の
那
須
喜
志
子
さ
ん
か
ら

（
武
義
さ
ん
・
5
7
歳
ご
逝
去
）

◎
羽
坂
の
三
原
繁
明
さ
ん
か
ら

（
チ
ヨ
ノ
さ
ん
・
8
2
歳
ご
逝
去
）

◎
坪
谷
の
三
浦
ス
ナ
エ
さ
ん
か
ら

（
松
美
さ
ん
・
4
6
歳
ご
逝
去
）

◎
福
瀬
の
直
野
健
一
さ
ん
か
ら

（
保
さ
ん
・
7
9
歳
ご
逝
去
）

◎
羽
坂
の
沖
田
征
郎
さ
ん
か
ら

（
ヨ
シ
ノ
さ
ん
・
8
9
歳
ご
逝
去
）

般
寄
付

　
鶴
野
内
の
伊
東
尚
さ
ん
か
ら
快
気

祝
と
し
て
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
善

意
が
寄
せ
ら
れ
ま
八
眠
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
．
．

一

●

　
　
（
八
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

田 三 直 三 塩 沖 那 矢
氏 死 宮 河 川 引 赤

村 浦 野 原 月 田 須 野 亡 田 野 越 田
ち
や

ヌ
　
　
イ

元
美 保

チ
ヲ

耕．

w

ヨ
ラ

武
義

ア
サ

名 萱
福 栞

美
事
紀 碧

い
ず
み

ん
の
名

90 60 79 82 52 89 57 83 年 を 孝 広 光 保

歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 齢
祈
り 茂 美

博
晴

護
者

小
野
田

坪
　
谷
三
瀬

羽
坂

鶴
野
内
羽
坂
坪
谷

仲
深

住
所

ま
す

鶴
野
内
越
表
福
瀬

鶴
野
内

住
所

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉


	祝長寿いつまでもお元気で－長者番付
	矢野友紀さん（坪谷中二年）最優秀賞を受賞－青少年の主張県大会
	東郷町産れの種雄牛“武晴号”誕生
	都城の書家大宅多聞さん、牧水の詠草－「寅おぢゃん」を東郷町に寄贈
	田野の谷ロカネ子さん生産「茶花冬菇」－全国椎茸品評会で林野庁長官賞を受賞
	皆さんの積極的な交化活動と新役員へのご協力をよろしくお願いします
	中学生８名「農業体験の旅」北海道幕別町へ
	高松スポーツ少年団－九州を制す
	町の婦人会長さん－牧水園で「一日園長」
	第４４回牧水祭で－ジャンボ牧水かるた大会
	わがふるさと東郷町－矢野眸さん
	ちびっこギャラリー　東郷幼稚園
	街の話題－“東郷町観光協会写真コンテスト”入賞者決まる
	乳ガン検診を実施します
	秋の「行政相談週間」に伴う「行政相談所」の開設

